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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成29年12月28日(2017.12.28)

【公開番号】特開2015-114666(P2015-114666A)
【公開日】平成27年6月22日(2015.6.22)
【年通号数】公開・登録公報2015-040
【出願番号】特願2014-240579(P2014-240579)
【国際特許分類】
   Ｇ０３Ｇ   9/08     (2006.01)
   Ｇ０３Ｇ   9/087    (2006.01)
   Ｇ０３Ｇ   9/09     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０３Ｇ    9/08     ３６５　
   Ｇ０３Ｇ    9/08     ３２５　
   Ｇ０３Ｇ    9/08     ３６１　
   Ｇ０３Ｇ    9/08     ３８１　

【手続補正書】
【提出日】平成29年11月17日(2017.11.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　共重合体中のモノマーの比が、６９～９０部のスチレン、９～３０部のｎ－ブチルアク
リレートおよび１～１０部のβ－カルボキシエチルアクリレートであり、共重合体の重量
平均分子量が３０，０００から４０，０００までの範囲内であり、共重合体の数平均分子
量が８，０００から１５，０００までの範囲内である、スチレン－ブチルアクリレート－
β－カルボキシエチルアクリレート共重合体と、
　Ｆｉｓｈｅｒ　Ｔｒｏｐｓｃｈワックスは、トナー組成物に基づいて７重量％から１１
重量％までの範囲の量で存在し、パラフィンワックスワックスは、トナー組成物に基づい
て１．５重量％から２．７重量％までの範囲の量で存在するＦｉｓｈｅｒ　Ｔｒｏｐｓｃ
ｈワックスとパラフィンワックスワックスとを含むワックスと、
　任意選択の着色剤と、を含むトナー粒子を含むトナー組成物であって、
前記トナー粒子が、０．９４０から０．９９９までの範囲内の円形度を有し、
前記トナー粒子が、１．４から１．８までの範囲内のアスペクト比を有するワックスドメ
インを含有し、前記トナー粒子が、１．３から１．６までの範囲内の真円度を有するワッ
クスドメインを含有する、トナー組成物。
【請求項２】
　Ｆｉｓｈｅｒ　Ｔｒｏｐｓｃｈワックスと、パラフィンワックスとは、全ワックス成分
を構成し、前記全ワックス成分は、１０重量パーセントから１２重量パーセントの範囲内
の量でトナー粒子中に存在する、請求項１に記載のトナー組成物。
【請求項３】
　前記トナー粒子が、トナー組成物の全重量に基づいて５重量パーセントから７重量パー
セントの範囲内の量で顔料着色剤を含有する、請求項１に記載のトナー組成物。
【請求項４】
　前記トナー組成物がエマルション凝集トナーである、請求項１に記載のトナー組成物。
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【請求項５】
　コアと前記コア上のシェルを有するトナー粒子を含むトナー組成物であって、前記コア
は、
　　３０，０００から４０，０００までの範囲内の重量平均分子量を有するスチレンアク
リレート樹脂であって、共重合体中のモノマーのモル比が、６９部から９０部までの範囲
内のスチレン、９部から３０部までの範囲内のｎ－ブチルアクリレートおよび１部から１
０部までの範囲内のβ－カルボキシエチルアクリレートである、スチレン－ブチルアクリ
レート－β－カルボキシエチルアクリレート共重合体を含むスチレンアクリレート樹脂と
；
　　少なくともポリメチレンワックスとパラフィンワックスとを含む２又はそれ以上のワ
ックスと；
　　任意の着色剤と；を含み、
　前記コアのＴｇは前記シェルのＴｇよりも低く、
　前記トナー粒子が、０．９４０から０．９９９までの範囲内の円形度を有し、
　前記トナー粒子が、１．４から１．８までの範囲内のアスペクト比を有するワックスド
メインを含有し、前記トナー粒子が、１．３から１．６までの範囲内の真円度を有するワ
ックスドメインを含有する、
トナー組成物。
【請求項６】
　前記シェルは、スチレンアクリレート共重合体を含む、請求項５に記載のトナー組成物
。
【請求項７】
　前記シェルは、シェル被覆トナー粒子全重量の２６重量パーセントから３０重量パーセ
ントまでの範囲で含む、請求項５に記載のトナー組成物。
【請求項８】
　前記スチレンアクリレート樹脂は、前記トナー粒子中８２重量パーセントから８６重量
パーセントまでの範囲で存在する、請求項５に記載のトナー組成物。
【請求項９】
　（ａ）（１）共重合体中のモノマーの比が、６９～９０部のスチレン、９～３０部のｎ
－ブチルアクリレートおよび１～１０部のβ－カルボキシエチルアクリレートであり、共
重合体の重量平均分子量が３０，０００から４０，０００までの範囲内であり、共重合体
の数平均分子量が８，０００から１５，０００までの範囲内である、スチレン－ブチルア
クリレート－β－カルボキシエチルアクリレート共重合体と、
　　　　（２）Ｆｉｓｈｅｒ　Ｔｒｏｐｓｃｈワックスは、トナー組成物に基づいて７重
量％から１１重量％までの範囲の量で存在し、パラフィンワックスワックスは、トナー組
成物に基づいて１．５重量％から２．７重量％までの範囲の量で存在するＦｉｓｈｅｒ　
Ｔｒｏｐｓｃｈワックスとパラフィンワックスワックスとを含むワックス分散物と、
　　　　（３）任意の着色剤分散物と、
　　　　（４）任意の添加剤分散物と、を含むエマルジョンを調製することにより粒子を
含むスラリーを作製すること；
　（ｂ）前記スラリーから粒子を凝集すること；
　（ｃ）第二のポリマーラテックスを任意に添加して粒子上にシェルを形成する粒子を更
に凝集すること；
　（ｄ）前記粒子の凝集を停止すること；
　（ｅ）凝集粒子の前記スラリーを予備加熱すること；
　（ｆ）凝集粒子の前記スラリーのｐＨを上げること；
　（ｇ）前記凝集粒子を少なくとも１つの熱交換器含む系を連続的に通過させて前記凝集
粒子を融合してトナー粒子を形成すること；
　（ｈ）前記系の通過に引き続いて融合した前記トナー粒子のｐＨを上げること；及び
　（ｊ）前記トナー粒子が、０．９４０から０．９９９までの範囲内の円形度を有し、
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前記トナー粒子が、１．４から１．８までの範囲内のアスペクト比を有するワックスドメ
インを含有し、前記トナー粒子が、１．３から１．６までの範囲内の真円度を有するワッ
クスドメインを含有する、トナー粒子を前記系から回収すること；
　とを含む、
トナー組成物の製造方法。
【請求項１０】
　前記凝集粒子の前記スラリーは、６０℃から７０℃までの範囲内の温度に予備加熱する
、請求項９に記載のトナー組成物の製造方法。
【請求項１１】
　前記スラリーの前記ｐＨは、４．４５から５．５０までの範囲内に上げる、請求項９に
記載のトナー組成物の製造方法。
【請求項１２】
　融合したトナー粒子の前記スラリーの前記ｐＨは、８．７から８．９までの範囲内に上
げる、請求項９に記載のトナー組成物の製造方法。
【請求項１３】
　前記粒子の前記凝集の前記停止は、ＮａＯＨ溶液の添加でなされる、請求項９に記載の
トナー組成物の製造方法。
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